
川崎市総合計画市民検討会議・第1部会「社会福祉」 グループディスカッションまとめ H26.11.1

支援が必要な高齢者 元気な高齢者 これから高齢になる方

２ 「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」１ 「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」 ３ 「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

支援が必要になる前からの地域での関係づくり、
日頃からのコミュニケーションづくり

困っている人の情報が把握できないことが問題であり、

挨拶や声掛けで地域での関係をつくるとともに、気軽に

集まれるところを地域につくることが重要。【自助・共助】

［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

地域で支え合うためには、介護が必要になる前から近所

との関係づくりが重要ではないか。【自助・共助】

［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

高齢者自身が情報を知ろうとする意識を持つ

高齢者自身が、元気なうちに介護や福祉の情報を知ろう

とする意識が大切ではないか。 【自助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

介護の専門人材を確保する仕組みづくり

不足している介護を担う専門人材を確保する仕組みづく

りが必要なのではないか。 【公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

高齢者の出番づくり、高齢者のスキルや経験を
発揮できる機会を地域で創出

高齢者が参加したくなる仕組みづくりが重要であり、地域

にコーディネーターが必要。地域にはいろいろなスキル

や経験を持った高齢者がいるため、「地域の便利屋集

団」をつくってはどうか。 【共助・公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

役割や責任をもって生きがいを感じられるように高齢者

の“出番”を作ることが大切。町内会など地域での活動や、

ボランティア活動など、自分のスキルや経験を発揮できる

機会を創出する必要がある。 【共助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

世代を超えたナナメの関係、子ども・若者と高
齢者のコミュニケーションの場づくり

行政は交流の場ときっかけを提供し、あとは市民同士が

連携して、世代を超えたナナメの関係、コミュニケーション

の場を作り出していければいい。 【自助・共助・公助】［ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ②］

世代を超えて繋がりをつくることが大切。保育園・幼稚

園・学童などと、老人施設を近い場所に置くなどしてはど

うか。 【公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

子ども・若年層との交流促進が重要であり、小学生とのコ

ラボや高齢者と若者のシェアハウスなどが有効ではない

か。【共助・公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

高齢者だけではなく、子どもや女性も集まる場が必要。コ

ミュニティキッチンなどの気軽な多世代交流の場を作って

はどうか。【共助・公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

自然資源や関連施設を活用した交流・運動機
会の拡大

運動のきっかけづくりのために、生田緑地や多摩川など

川崎市内の自然資源を活用したイベントを行ってはどう

か。また日常的な運動機会をつくるため、多摩川に民間

活用によるスポーツ拠点を設けてはどうか。 【共助・公

助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

他地域との交流や施設の相互利用など、広域的な調整

も重要。【公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

家庭・地域・行政の連携による対策の推進

家庭・地域・行政が連携し、病気や介護の予防・事前対

策に取り組むことが重要。 【自助・共助・公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ

①］

届きやすい情報提供と地域でのコーディネート

ボランティアや見守りをやってもよいという人は多いため、

行政が情報提供を行うとともに、地域でコーディネートす

る人材の育成が必要。 【共助・公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

行政による支援は充実しているが、その情報が届いてい

ない。届け方に工夫が必要ではないか。 【公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ

②］

高齢者が外に出て、交流するためのやる気を起
こすしかけづくり

高齢者が外に出て、交流することが元気の源になる。そ

のためのやる気を起こす仕掛けづくりが必要。地域情報

紙などによる発信を強化したり、行政の業務の一部を高

齢者に委託したりしてはどうか。 【公助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

地域や大学などと連携した検診の促進

日頃からの食生活の改善や運動とともに、検診を促進す

ることが重要。検診に足が向かない高齢者がいるため、

区民祭への検診コーナーの出店や大学と連携による出

張検診などはどうか。

【自助・共助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

民間も力を出しながら、高齢者やこれから高齢
者になる方が地域に出ていくやる気を引き出す

日常的に地域に出ていく機会をつくることが必要。例えば

地元商店と連携して特典を設けてはどうか。【共助・公

助】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

キーワード ： 「出番」、「場づくり・きっかけづくり」
主体はあくまで市民であり、出番をつくることが重要。そのきっ
かけづくりは行政が行う。

キーワード ： 「情報の共有」、「人間関係」
支援が必要になる前からの地域での関係づくりが重要。個人
情報保護の壁があるからこそ、日頃からのコミュニケーションが
大切。

キーワード ： 「メリットと見える化」
民間も力を出しながら、メリットを感じること、効果を見える化す
ることが重要。高齢者やこれから高齢者になる方のやる気を引
き出すことが必要。
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第1部会における意見のまとめ

自助 共助 公助

困っている人の情報が把握できないことが問題であり、挨拶や声掛けで地域での関係をつくるとと
もに、気軽に集まれるところを地域につくることが重要。

● ● 1

地域で支え合うためには、介護が必要になる前から近所との関係づくりが重要ではないか ● ● 2

家庭・地域・行政の連携による対策の推
進

家庭・地域・行政が連携し、病気や介護の予防・事前対策に取り組むことが重要。 ● ● ● 1

ボランティアや見守りをやってもよいという人は多いため、行政が情報提供を行うとともに、地域で
コーディネートする人材の育成が必要。

● ● 1

行政による支援は充実しているが、その情報が届いていない。届け方に工夫が必要ではないか。 ● 2

高齢者自身が情報を知ろうとする意識を
持つ

高齢者自身が、元気なうちに介護や福祉の情報を知ろうとする意識が大切ではないか。 ● 2

介護の専門人材を確保する仕組みづくり 不足している介護を担う専門人材を確保する仕組みづくりが必要なのではないか。 ● 2

高齢者が参加したくなる仕組みづくりが重要であり、地域にコーディネーターが必要。地域にはいろ
いろなスキルや経験を持った高齢者がいるため、「地域の便利屋集団」をつくってはどうか。

● ● 1

役割や責任をもって生きがいを感じられるように高齢者の“出番”を作ることが大切。町内会など地
域での活動や、ボランティア活動など、自分のスキルや経験を発揮できる機会を創出する必要があ
る。

● 2

行政は交流の場ときっかけを提供し、あとは市民同士が連係して、世代を超えたナナメの関係、コ
ミュニケーションの場を作り出していければいい。

● ● ● 2

世代を超えて繋がりをつくることが大切。保育園・幼稚園・学童などと、老人施設を近い場所に置く
などしてはどうか。

● 2

子ども・若年層との交流促進が重要であり、小学生とのコラボや高齢者と若者のシェアハウスなど
が有効ではないか。

● ● 1

高齢者だけではなく、子どもや女性も集まる場が必要。コミュニティキッチンなどの気軽な多世代交
流の場を作ってはどうか。

● ● 2

高齢者が外に出て、交流するためのやる
気を起こすしかけづくり

高齢者が外に出て、交流することが元気の源になる。そのためのやる気を起こす仕掛けづくりが必
要。地域情報紙などによる発信を強化したり、行政の業務の一部を高齢者に委託したりしてはどう
か。

● 1

地域や大学などと連携した検診の促進
日頃からの食生活の改善や運動とともに、検診を促進することが重要。検診に足が向かない高齢
者がいるため、区民祭への検診コーナーの出店や大学と連携による出張検診などはどうか。

● ● 1

運動のきっかけづくりのために、生田緑地や多摩川など川崎市内の自然資源を活用したイベントを
行ってはどうか。また日常的な運動機会をつくるため、多摩川に民間活用によるスポーツ拠点を設
けてはどうか。

● ● 2

他地域との交流や施設の相互利用など、広域的な調整も重要。 ● 1

民間も力を出しながら、高齢者やこれから
高齢者になる方が地域に出ていくやる気
を引き出す

日常的に地域に出ていく機会をつくることが必要。例えば地元商店と連携して特典を設けてはどう
か。

● ● 2

1 生命を守りいき
いきと暮らすこと
ができるまちづく
り

(2)身近な地域で
支え合うしくみの
構築

高齢者の出番づくり、高齢者のスキルや
経験を発揮できる機会を地域で創出

支援が必要になる前からの地域での関係
づくり、日頃からのコミュニケーションづく
り

届きやすい情報提供と地域でのコーディ
ネート

世代を超えたナナメの関係、子ども・若者
と高齢者のコミュニケーションの場づくり

自然資源や関連施設を活用した交流・運
動機会の拡大

要支援
高齢者

元気
高齢者

高齢
福祉

健康

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
分類

部会における主な意見
重点検討テーマ・

分野
まとめのキーワード
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病気予防、介護予
防のために健康的
生活をすること

家族間で連絡を取り
合い、何かあった場

合の対策方法を作っ
ておく

川崎市総合計画市民検討会議・第1部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】 H26.11.1
１ 「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

家
族
や
自
分
が
で
き
る
こ
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
実
現
で
き
る
こ
と

行
政
が
担
う
べ
き
こ
と

そ
の
他

趣味などのやりたい
ことを増やす。

自分の地域を知る

地域を知る

あいさつ・声がけ

近所づきあいによる
高齢者の居住情報

の把握

あいさつが大事

簡単に手伝えること
を手伝う。

ゴミ出し、買物・・・

ひと声かけることで
情報を知ることがで

きる

あいさつ
+

ひとこと
で

関係づくり

気楽に集まれるところ

いこいの家は
入りづらい

ネーミング悪

住んでいる地域に
気楽に集まれる場
所があるといい

地域包括ケアセン
ターは中学校区で
広すぎる

コミュニティカフェ

地域のコーディネート力の育成

困っている人の情
報も知ること大事

個人情報保護法が
ネック

困っている人の情報が把握

できない

まちの中で改善・
対処

集合住宅居住者
への対応

多世代が入りやす
い場所

公共施設を気軽に
多目的利用

商店街の空き店舗
活用

公園の活用
公民館・図書館

地域のコーディ
ネート力の育成

家族がたおれないた
め地域包括センター
に関わってもらう

悩み、相談できる相
手、場をつくる

行政事務の一部を
地域に移管

支援が必要な人の情報

ボランティア情報の
提供・共有

ボランティアを募る

ボランティア情報の提供

ボランティアや
見守りを

やってもよい
という人は多い

医療・介護の
ネットワーク

コスト削減
情報システムの

効率化

自宅での介護には
限界がある

コンビニ医療を
つくる

家族・地域・行政の連携

できることは家族・
地域・行政の連携・
協業で実行される
べきことも多い

自宅で介護、自宅で
最期なら、そのシス
テムづくりを

予防・事前対策
が重要

コスト削減にも

つながる

２ 「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」 ３ 「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

身内の者が高齢を
むかえた時に身内
で温かく見守る

ケースワーカーでは
なく、介護施設では
なく、自宅で見守っ

ていく

交流する・外に出る

交流

元気の源
＝

元気な高齢者が参
加できる仕組みは
今もいっぱいある。

参加意識を高める
ためにどうするか。

高齢者が参

加したくなる
仕組みづくり

町内会・自治会活動
の閉鎖性

民生委員の役割・負
担が重すぎる

何ごとも情報を

住民に伝達し、家
族・地域・行政の

連携で具体的な

アクションに結び
つけるコーディネ
ーターが必要。

このコーディネー
ターを行政が任命

し、行政の業務も
一部を委嘱する。

行政情報の一元化
（行政による認定）

見守りボランティア、
交通安全ボランティ
アなど元気で意欲
のある方を活用

・働く場がある限り
働いてもらう

・役割を担ってもらう

地域の便利屋集団、
リーダー

シルバー人材セン
ターの各区・地域ご

との設置

コーディネーターが必要

やる気
新聞

地域シルバー人材センター

設置

地域の便利屋集団

ボランティアポイント
の導入

ボランティア新聞 タウンニュース

すそ野を広げる

行政の業務の一部
を元気な高齢者に
委嘱（有償でも可）

やる気を起こすしかけ

食生活等の
改善へ導く

食生活に
気をつける

（魚中心にする）

食生活改善

運動

自らが体を動かそう
とすることへの

後押し

健康づくり（検診の推進）

検診の推進
意識を持つ

社員の
健康づくりの

促進

自分と家族の健康
に気をつけましょう

地域の見守り

検診の促進

認知症の予防
（体操等）

検診に足が向かな
い高齢者がいる

区民祭などへの
検診の出店

高齢者と若年層と
のシェアハウスの

拡大

小学生とのコラボ

子ども・若年層との交流

出張検診
（大学との連携）

他地域との
交流活動の促進

ケースワーカー、介
護施設などの有効利
用されているか？
都市部で・・・

広域的な調整等

（他地域との交流促進・介護施設の有効活用）
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6 

川崎市総合計画市民検討会議・第1部会 グループディスカッションまとめ【グループ2】 H26.11.1
１ 「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

家
族
や
自
分
が
で
き
る
こ
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
実
現
で
き
る
こ
と

行
政
が
担
う
べ
き
こ
と

そ
の
他

２ 「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」 ３ 「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

自助は十分に
やっている。

要介護者には
介護者が必ずいる。

それは、一人暮らし
の場合、誰？

自助は皆仲良く

やっている

支える側へのサポートの

充実

必要な情報を

知る意識を持つ

仕組みが知られて
いない

知ろうという
意識がない

介護の情報を

健康なうちに知るこ
とができるように

でも、元気な人の心
にそういう情報は

響かない

高齢者の
元気とは？

（健康の方法？）

高齢者の
自立とは？

（自立の方法？）

情報提供のタイミン
グ（時期）も大切

地域で支えあ

う「当たり前」

要介護者の一人暮
らしの方を共助で

日中在宅の
お互い様

例：認知症の方

近所で見守り
連絡しあう

必要な情報を
地域で共有する

支える気持ちは

あるけど、誰を、が
わからない

行政が情報を提供
しても良いのでは？

要支援者の
Ｍａｐ

情報共有の仕組み

介護が必要になる前から

の人間関係づくり

介護が必要になる
以前に人間関係を
つくるのが重要

ボランティア活動へ
の参加

町内会の
コミュニケーション

自治会活動の
活性化に寄与!!

近所
近助

要支援者が参加し
やすいイベント

良い施設がありな
がら知られていない

高齢者に
届きやすいＰＲを

発信力が弱い

介護人材
リソース確保

の仕組みづくり

介護人材が
足りない

（給料が良くない）

介護を担う専門人材の充実

日常的に目

にふれるＰＲ

日常的に目につく
場所でＰＲ

世代を超えて

情報をクロス
させる

学校を通じてなど家
族から伝えてもらう

川崎は都区部と住
環境は変わらない
のに住コストは安い

川崎の良さが
知られていない

ＰＲを

地域に貢献
（役割と責任）

高齢者に対して
要求される人に

（生きがいを感じる）

高齢者自身が

地域に出てゆく！！

生き生きするには

何か責任、役に立っ
ている実感が必要

高齢者として自分は
今何ができるか？

何をしたいか？

シニア
プロボノ

登録制度

町内会の活性化

出番をつくる

場ときっかけを
活用して活動は

市民が主体的
にできる

地域における
運動イベント

（ジョギング、
太極拳など）

高齢者が自分の経
験やスキルを伝承
する（できる）会、
大会を開催する

仲間づくり

男性へのケア

ボランティア活動へ
参加しやすい

仕組みづくり

地縁組織の活性化

これからの世代
定着

・参加は登録制

・付き添い人も障
がいある方、病状

～つながるところ～
17： 00～ 21：00
保育・学童・大人
多世代の方

～異文化交流～

・コミュニティコー
ディネーター

・会場費（駅、空家）
・入所カード各自用

～行政負担～

保育園、幼稚園
との老人施設の

ジョイント（交流）

ナナメの関係、コミュニ

ケーショ ンをつくる場

高齢者

名前変える!!
何かカッコイイ

名前!!

河原町団地
改善！

多世代交流の場づくり

きっかけづくりと場の提供

高齢者地域デ
ビューセミナー（なな
めの関係づくり）
・公園体操 ・入試

・寺子屋 ・仕事
・子育て支援
／＋場所

高齢者が地域のた
めに活動するお墨
つきときっかけを

行政は交流の場と
きっかけをつくるだ
けで良い

民
間

高齢者への

仕事のニーズを

提示してもらう

高齢者の働ける
機会の創出

高齢者が働く場づくり

若い人が年金を
心配している？

川崎福祉充実を
アピール！

高齢者にインセン
ティブを与える

チャンスづくり

子どもとのコミュニ
ケーションの機会

地元の支え
支援必要な人の

開示
・症状

・して欲しい
こと

地元の商店
お買い物特典

カード作成
ーメリットー

高齢者への
特典・メリットの

ある社会（老人向け
サービス）

お買い物

歩く必然

人と会話する

地域に出て行く機会をつくる

多世代交流の機会づくり

主婦の減少 コミュ
ニティキッチン

食育の充実
対象）子ども、

働き世代、
シニア

気楽に
立ち寄れる場

資格がなくてもでき
る範囲でのシニアに
よる子育て支援

高齢者だけではなく
子どもも女性も

集めるのではなく

集まるような魅力的
な場づくり

教育面での
（小・中学校）

差し込み
（老人保護）

高齢者を大切にし、
敬う習慣（文化）の

醸成

教育の場を通じた多世代のコ

ミュニケーションの機会づくり

常に運動する
習慣づくり、

イベント 認知症予防方法
（訓練）広める！

日常的な運動

機会をつくる

マスターズ大会に
よって動機づけ 多摩川に

民間活用による

スポーツ拠点を

イベント

川崎マラソン

運動のきっかけづくり

○○才になったら
特典

カード送付
行政の仕事

民
間

介護しない介護法
の 要 確立

高齢でも働ける場
（心身の健康）

メリットづくり、見える化

メタボリック指標に
よるＰｏｉｎｔ制などで

動機づけ

健康度認定
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